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「約10年 前に上演し、いつかもう一

度 や りたい と思 っていた戯 曲

『PLAYER』 。ここに描いたある

種の気持ち悪さや不気味さを長塚

さんが面白がつてくださり、新たな

構造をカロえてまたお客様に観てい

ただけることになりました。前とは

また別の角度で立ち上がる舞台な

僕自身ヽ 楽しみにしていま九 」

演出 :長塚圭史
くながつか。けいし)

「演出家脳/作家脳を持つ二人が、

お互いの領域を邪魔しないように

なi::i[][itti[豊I ×
激的な創作プロセスが始まってお

り、大きな手応えを感じています 」

と
も
に
劇
作
家

。
演
出
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
長
塚
圭
史
と
前
川
知
大
。
演
劇
界
の
次
代
を

担
う
こ
の
二
人
の
共
同
制
作
が
、
初
め
て
シ
ア

タ
ー
コ
ク
ー
ン
で
実
現
い
た
し
ま
す
！

本
作
の
制
作
に
あ
た
り
、
１
年
以
上
に
わ
た
る

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
き
た
二
人
。
長
塚
が
今
、

演
出
家
と
し
て
興
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
と
、

前
川
が
好
ん
で
書
き
、
今
回
の
戯
曲
に
盛
り
込

も
う
と
思

っ
て
い
た
表
現
方
法
が
奇
し
く
も

合
致
。
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
を
築
い
て
き
た

同
世
代
の
二
つ
の
才
能
が
出
合
い
、
ど
の
よ
う

な
舞
台
が
生
ま
れ
る
の
か
。

本
作
の
基
に
な
る
の
は
、
２
０
０
６
年
に
前
川

が
全
作
品
の
作

・
演
出
を
手
掛
け
る
劇
団

「イ

キ
ウ
メ
」
で
初
演
さ
れ
た
戯
曲

『「
Ｆ
＞
く
日
”
』。

謎
の
死
を
遂
げ
た
女
性
が
生
者
を
通
じ
、
死
後

の
世
界
か
ら
語
り
か
け
る
―
―
。
死
者
の
声
が
、

選
ば
れ
し
者

（「
Ｆ
Ч
①
じ

の
身
体
を
利
用
し

再
生

（”
】”
じ

さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
コ
ホ
ラ
ー

は
話
題
を
呼
び
、
チ
ケ
ツ
ト
入
手
困
難
な
公
演

と
な
り
ま
し
た
。

ふ
た
り
が
組
む
作
品
に
と
前
川
が
提
案
し
た
こ

の
戯
曲
『蜀
Ｆ
＞
К
日
卿
』
に
触
発
さ
れ
た
長
塚
は
、

∧
生
者
が
死
者
の
再
生
装
置
と
な
っ
て
い
く
戯

曲

『「
Ｆ
＞
Ｋ
日
”
』
∨
と
、
∧
俳
優
た
ち
が
劇
作

家
の
言
葉
を
再
生
す
る

か
「
ｒ
ヽ
ヾ

を
重
ね
、

よ
り
大
き
な
物
語
と
し
て
構
成
で
き
な
い
か
と

構
想
。
戯
曲

『「
Ｆ
＞
く
日
”
』
を
劇
中
劇
と
し

て
取
り
込
ん
だ
全
く
新
し
い
作
品

『プ
レ
イ

ヤ
ー
』
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。

プ
レ
イ
ギ
ー
ド
ー
‐―
―
―

詰
憶
と
一
一γ
死
者
を
、
再
生
す
る
一

[ス タッフ]美術 :乗峯雅寛 照明 :齋藤茂男 音響 :加藤温 衣裳 :十川ヒロコ ヘアメイク:鎌田直樹 演出助手 :須藤黄英 舞台監督 :足立充章

宣伝美術 :荒井康豪 宣伝写真 :細野晋司 宣伝スタイリスト:森保夫 宣伝ヘアメイク:鎌田直樹 宣伝広報 :ディップス プラネット

舞
台
は
あ
る
地
方
都
市
の
公
共
劇
場
、
そ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
室
。
国
民
的
な
ス
タ
ー
か
ら
地
元
の
大
学
生
ま
で
、

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
集

ま
り
、
演
劇
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。
演
目

は
新
作

『『
ｒ
＞
Ｋ
国
”
』。
幽
霊
の
物
語
だ
。
死
者
の
言

葉
が
、
生
き
て
い
る
人
間
を
通
し
て

「再
生
」
さ
れ
る

と
い
う
、
死
が
生
を
侵
食
し
て
く
る
物
語
。

物
語
は
劇
中
劇
と
稽
古
場
と
い
う
二
つ
の
人
間
関
係
を

行
き
来
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
死
者
の
言
葉
を
「再
生
」

す
る
こ
と
と
、
戯
山
に
書
か
れ
た
言
葉
を

「再
生
」
す

る
こ
と
が
重
な
る
。
単
な
る
過
去
の
再
生
で
は
な
く
、

今
を
生
き
始
め
る
死
者
と
、
戯
曲
の
言
葉
に
引
き
寄
せ

ら
れ
、
ア
ド
リ
ブ
で
新
た
な
言
葉
を
紡
ぎ
出
す
俳
優
が

重
な
る
。

演
じ
る
こ
と
で
死
者
と
繋
が
っ
た
俳
優
達
は
、
戯
山

の
中
の
倒
錯
し
た
死
生
観
に
、
ど
こ
か
感
覚
を
狂
わ
さ

れ
て
い
く
。
生
と
死
、
虚
構
と
現
実
の
境
界
が
曖
味
に

な
っ
て
い
く
―
。




